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前
稿
で
は
、
食
肉
の
転
々
譲
渡
に
お
け
る
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
方
法
に
よ
る
即
時
取
得
の
成
否
を
扱
う
最
判
昭
和
五
七
年
九

(2) 

月
七
日
を
問
題
意
識
の
出
発
点
と
し
て
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
方
法
が
即
時
取
得
に
お
い
て
持
つ
意
味
を
再
検
討
し
た
。
そ
の
際

に
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
方
法
が
、
占
有
改
定
と
同
様
に
、
譲
渡
の
成
立
要
件
と
即
時
取
得
要
件
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
明
文
規
定
を
有
す
る
違
い
が
あ
り
、
ま
た
判
例
と
学
説
の
立
場
の
相
違
が
若
干
あ
る
も
の
の
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
現
在
の

解
釈
と
し
て
、
広
義
で
の
占
有
支
配
が
譲
渡
者
（
直
接
占
有
も
し
く
は
間
接
占
有
の
放
棄
の
完
全
性
）
か
ら
取
得
者
（
直
接
占
有
も
し

(3) 

く
は
間
接
占
有
の
取
得
）
へ
移
転
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
確
認
し
た
。
そ
の
際
に
、
日
本
の
債
権
法
改
正
の
議
論
の
中

で
、
寄
託
契
約
に
関
し
、
占
有
の
移
転
と
契
約
上
の
地
位
の
移
転
の
関
係
を
扱
う
提
案
に
注
目
し
た
。
本
稿
で
は
、
前
稿
の
問
題
関
心

を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
こ
の
提
案
を
関
心
の
中
心
に
置
き
、
検
討
す
る
。

論

説

は
じ
め
に

平

田

健

動
産
取
引
に
お
け
る
物
権
移
転
と
債
権
関
係
移
転
の
関
係

寄
託
契
約
を
素
材
と
し
て

治

（阪大法学） 66 (2-1) 305 〔2016.7〕



倫吾" 説

2
 

移
転
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

（阪大法学） 66 (2-2) 306 

売
買
契
約
で
あ
れ
ば
、
債
権
契
約
の
履
行
と
し
て
物
権
が
移
転
し
て
終
了
す
る
。
賃
貸
借
や
寄
託
で
は
、
物
件
所
有
者
が
賃
貸
借
契

約
も
し
く
は
寄
託
契
約
を
し
て
い
る
状
態
で
、
不
動
産
な
い
し
動
産
所
有
権
を
第
三
者
に
移
転
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約

類
型
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
物
権
移
転
に
よ
り
、
既
存
の
債
権
関
係
も
新
所
有
者
で
あ
る
第
三
者
と
賃
借
人
も
し
く
は
受
寄
者
の
間
に

債
権
法
改
正
で
の
議
論

民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
法
案
で
は
、
五
百
一
二
十
九
条
の
二
に
契
約
上
の
地
位
の
移
転
（
第
二
章
第
一
節
第
一
二
款
）
が
規
定
さ
れ
、

契
約
上
の
地
位
の
移
転
の
効
力
発
生
の
要
件
と
し
て
契
約
の
相
手
方
の
承
諾
を
要
求
す
る
。

第
五
百
三
十
九
条
の
二
契
約
の
当
事
者
の
一
方
が
第
三
者
と
の
間
で
契
約
上
の
地
位
を
譲
渡
す
る
旨
の
合
意
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
契

約
の
相
手
方
が
そ
の
譲
渡
を
承
諾
し
た
と
き
は
、
契
約
上
の
地
位
は
、
そ
の
第
三
者
に
移
転
す
る
。

他
方
、
賃
貸
借
の
節
に
、
不
動
産
賃
貸
借
に
関
す
る
特
則
と
し
て
、
六
百
五
条
の
二
、
六
百
五
条
の
三
が
規
定
さ
れ
、
不
動
産
所
有

権
譲
渡
も
し
く
は
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
合
意
の
み
に
よ
っ
て
地
位
の
移
転
を
認
め
る
予
定
で
あ
る
。

（
不
動
産
の
賃
貸
人
た
る
地
位
の
移
転
）

第
六
百
五
条
の
二
前
条
、
借
地
借
家
法
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
号
）
第
十
条
又
は
第
三
十
一
条
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
賃
貸
借
の
対

抗
要
件
を
備
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
不
動
産
が
譲
渡
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
不
動
産
の
賃
貸
人
た
る
地
位
は
、
そ
の
譲
受
人
に
移
転
す
る
。

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
動
産
の
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
が
、
賃
貸
人
た
る
地
位
を
譲
渡
人
に
留
保
す
る
旨
及
び
そ
の
不
動
産
を
譲
受

〔2016.7〕
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人
が
譲
渡
人
に
賃
貸
す
る
旨
の
合
意
を
し
た
と
き
は
、
賃
貸
人
た
る
地
位
は
、
譲
受
人
に
移
転
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
譲
渡
人
と
譲
受

人
又
は
そ
の
承
継
人
と
の
間
の
賃
貸
借
が
終
了
し
た
と
き
は
、
譲
渡
人
に
留
保
さ
れ
て
い
た
賃
貸
人
た
る
地
位
は
、
譲
受
人
又
は
そ
の
承
継
人
に

移
転
す
る
。

3

第
一
項
又
は
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
賃
貸
人
た
る
地
位
の
移
転
は
、
賃
貸
物
で
あ
る
不
動
産
に
つ
い
て
所
有
権
の
移
転
の
登
記
を
し
な
け

れ
ば
、
賃
借
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

4
第
一
項
又
は
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
賃
貸
人
た
る
地
位
が
譲
受
人
又
は
そ
の
承
継
人
に
移
転
し
た
と
き
は
、
第
六
百
八
条
の
規
定
に
よ

る
費
用
の
償
還
に
係
る
債
務
及
び
第
六
百
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
に
規
定
す
る
敷
金
の
返
還
に
係
る
債
務
は
、
譲
受
人
又
は

そ
の
承
継
人
が
承
継
す
る
。

（
合
意
に
よ
る
不
動
産
の
賃
貸
人
た
る
地
位
の
移
転
）

第
六
百
五
条
の
三
不
動
産
の
譲
渡
人
が
賃
貸
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
賃
貸
人
た
る
地
位
は
、
賃
借
人
の
承
諾
を
要
し
な
い
で
、
譲
渡
人
と
譲

受
人
と
の
合
意
に
よ
り
、
譲
受
人
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

さ
ら
に
、
審
議
の
初
期
の
段
階
で
は
、
寄
託
契
約
に
も
特
則
を
設
け
る
こ
と
の
可
否
が
論
じ
ら
れ
、
こ
こ
で
は
寄
託
者
が
受
寄
者
に

地
位
譲
渡
の
事
実
を
通
知
し
、
受
寄
者
が
承
諾
す
る
こ
と
を
移
転
の
効
力
要
件
と
し
、
あ
わ
せ
て
地
位
の
移
転
と
占
有
の
移
転
を
セ
ッ

(4) 

ト
化
す
る
、
地
位
の
移
転
に
よ
っ
て
占
有
の
移
転
が
生
ず
る
と
す
る
検
討
事
項
が
存
在
し
た
。

そ
こ
で
は
、
検
討
の
必
要
性
を
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
上
記
最
判
昭
和
五
七
年
の
意
味
を
、
寄
託

者
台
帳
上
の
寄
託
者
名
義
の
受
寄
者
に
よ
る
変
更
に
よ
り
、
占
有
の
移
転
と
と
も
に
、
契
約
上
の
地
位
の
移
転
が
生
ず
る
も
の
と
理
解

し
、
こ
の
よ
う
な
意
味
は
、
条
文
上
の
文
言
か
ら
読
み
取
り
が
た
く
、
契
約
上
の
地
位
の
一
般
規
定
の
他
に
、
こ
こ
で
明
文
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
占
有
と
契
約
上
の
地
位
の
分
離
を
認
め
な
い
と
す
る
立
場
に
導
き
、
分
離
を
認

（阪大法学） 66 (2-3) 307 〔2016.7〕
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て
い
る
。

間
接
占
有
の
移
転
）
に
対
応
す
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

（阪大法学） 66 (2-4) 

め
た
場
合
の
法
律
関
係
の
複
雑
さ
を
回
避
す
る
意
味
か
ら
、
こ
の
点
を
も
明
文
化
し
よ
う
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
分
離
す
る
場
合
が
あ

り
得
る
こ
と
、
寄
託
以
外
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
特
例
法
で
受
寄
者
へ
の
通
知
が
対
抗
要
件
で
は
な
い
場
合
が
認
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
な
ど
の
検
討
を
必
要
と
す
る
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

(
5
)
 

こ
の
点
は
、
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
の
、
以
下
の
よ
う
な
提
案
【
3.2.11.14
】
（
寄
託
者
の
地
位
の
譲
渡
と
寄
託
を
基
礎
と
す
る

①
寄
託
者
の
地
位
の
譲
渡
は
、
寄
託
者
が
受
寄
者
に
対
し
、
寄
託
者
の
地
位
を
第
三
者
に
譲
渡
し
た
こ
と
を
通
知
し
、
受
寄
者
が
こ
れ
を
承
諾

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

②
[
甲
棗
特
に
規
定
を
置
か
な
い
。

[
乙
案
]
寄
託
者
が
受
寄
者
に
よ
っ
て
行
う
寄
託
物
の
占
有
を
第
三
者
に
移
転
す
る
と
き
は
、
寄
託
者
の
地
位
の
移
転
と
と
も
に
行
う
の
で

な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

こ
こ
で
の
理
由
も
要
約
掲
記
し
て
お
こ
う
。
上
掲
し
た
、
法
制
審
議
会
の
部
会
資
料
と
同
様
で
あ
る
が
、
寄
託
者
が
第
一
二
者
に
交
付

し
た
荷
渡
指
図
書
の
第
三
者
に
よ
る
受
寄
者
へ
の
呈
示
は
、
民
法
一
八
四
条
の
文
言
に
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
判
例
は
、

こ
の
行
為
の
占
有
移
転
の
効
果
を
否
定
し
て
お
り
、
本
提
案
を
民
法
と
判
例
や
実
務
と
の
そ
ご
を
是
正
す
る
た
め
の
明
文
化
と
と
ら
え

判
例
の
準
則
を
寄
託
契
約
に
お
け
る
契
約
上
の
地
位
の
移
転
を
中
心
に
読
み
取
り
（
読
み
替
え
）
、
占
有
の
移
転
を
そ
こ
に
包
括
す

る
立
場
と
言
え
よ
う
か
。
不
動
産
賃
貸
借
に
お
け
る
特
則
が
、
契
約
上
の
地
位
の
移
転
の
一
般
規
定
か
ら
の
例
外
を
所
有
権
譲
渡
や
譲

渡
当
事
者
間
の
合
意
の
場
合
に
便
宜
的
に
認
め
る
場
合
と
す
れ
ば
、
動
産
寄
託
契
約
に
関
す
る
特
則
の
提
案
は
、

一
八
四
条
の
文
言
の

308 〔2016.7〕
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問
題
性
修
正
の
意
図
を
も
含
み
つ
つ
、
債
権
関
係
規
律
が
物
権
関
係
規
律
を
包
み
込
む
形
で
例
外
処
理
し
よ
う
と
す
る
方
向
性
を
持
っ

動
産
物
権
変
動
と
債
権
関
係

か
つ
て
、
動
産
賃
貸
借
や
動
産
寄
託
に
お
い
て
、
占
有
の
移
転
（
動
産
物
権
変
動
の
対
抗
要
件
具
備
）
が
契
約
関
係
の
移
転
を
生
じ

さ
せ
る
か
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
れ
を
肯
定
す
る
我
妻
説
は
、
ド
イ
ツ
民
法
九
三
一
条
（
引
渡
請
求
権
の
譲
渡
に
よ
る
現
実
の
引
渡
し
の

代
替
）
、
九
八
六
条
二
項
（
引
渡
請
求
権
の
譲
渡
に
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
物
の
占
有
者
は
、
新
所
有
者
に
対
し
て
、
自
己
が
引
渡
請
求
権

に
対
し
て
主
張
し
う
る
抗
弁
を
主
張
し
う
る
）
を
参
照
し
て
、
日
本
法
に
お
い
て
も
、
占
有
の
移
転
が
債
権
関
係
の
移
転
を
も
た
ら
す

(

6

)

(

7

)

 

と
主
張
し
た
。
但
し
、
現
在
の
多
数
説
は
、
両
者
は
必
ず
し
も
連
動
し
な
い
と
し
て
、
反
対
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
我
妻
が
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
九
一
―
―
一
条
の
引
渡
請
求
権

(
H
e
r
a
u
s
g
a
b
e
a
n
s
p
r
u
c
h
)

の
移
転
構
成
は
、
前
稿
で
扱

(8) 

っ
た
よ
う
に
、
部
分
ザ
早
案
、
第
一
草
案
で
採
ら
れ
て
い
た
指
図
構
成
を
、
第
ニ
ザ
早
案
で
変
更
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
第

一
に
、
指
図
構
成
で
は
、
遅
滞
な
き
異
議
と
い
う
消
極
的
要
件
で
は
あ
れ
、
指
図
に
よ
る
直
接
占
有
者
（
保
持
者
）

の
意
思
変
更
を
前

提
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
構
成
の
よ
う
に
引
渡
に
よ
る
所
有
権
移
転
を
直
接
占
有
者
の
意
思
に
依
存
さ
せ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
こ

と
、
第
二
に
、
直
接
占
有
者
が
適
時
に
異
議
を
申
し
立
て
な
い
場
合
に
譲
渡
者
に
対
す
る
抗
弁
が
切
断
さ
れ
る
こ
と
の
不
都
合
で
あ
っ

か
く
し
て
、
第
二
草
案
以
降
は
、
直
接
占
有
者
の
意
思
に
依
存
し
な
い
、
譲
渡
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
債
権
譲
渡
の
方
式
に
変
わ
り

(9) 

（
九
―
―
―
一
条
）
、
ま
た
抗
弁
は
基
本
的
に
譲
受
人
と
の
関
係
に
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
九
八
六
条
二
項
）
。

先
の
、
改
正
審
議
で
現
れ
て
い
た
、
契
約
上
の
地
位
移
転
の
み
に
よ
り
占
有
移
転
も
生
じ
る
と
す
る
提
案
は
、
最
高
裁
判
例
が
、
民

て
い
る
。

（阪大法学） 66 (2-5) 309 〔2016.7〕



法
一
八
四
条
を
文
言
と
異
な
り
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
そ
ご
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
名
義
変
更
を
も
含
む
受
寄
者
の
広
義
の
承

諾
（
承
認
）
行
為
に
寄
託
契
約
上
の
地
位
移
転
を
依
存
さ
せ
、
そ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
に
の
み
同
時
に
占
有
移
転
も
生
じ
る
と

い
わ
ば
、
我
妻
説
と
は
逆
の
方
向
で
あ
る
と
は
言
え
、
占
有
移
転
と
契
約
上
の
地
位
移
転
を
一
体
的
に
と
ら
え
る
考
え
で
あ
る
。

以
上
の
場
合
に
、
直
接
占
有
者
の
占
有
媒
介
意
思
は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
法
で
言
え
ば
、
代
理
人
の
側
の
意

思
変
更
に
よ
る
代
理
占
有
権
の
消
滅
事
由
を
規
定
す
る
二

0
四
条
一
項
二
号
（
「
代
理
人
が
本
人
に
対
し
て
以
後
自
己
又
は
第
三
者
の

た
め
に
占
有
物
を
所
持
す
る
意
思
を
表
示
し
た
こ
と
」
）

の
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
一
般
的
理
解
に
従
え
ば
、

い
て
も
、
代
理
占
有
に
つ
い
て
も
、
意
思
の
要
素
は
不
要
で
あ
る
が
、
二

0
四
条
一
項
の
一
号
、
二
号
の
よ
う
に
、
代
理
占
有
関
係
が

本
人
も
し
く
は
代
理
人
の
意
思
変
更
に
よ
り
消
滅
す
る
場
合
に
は
、
本
人
も
し
く
は
代
理
占
有
者
の
何
ら
か
の
挙
動
が
考
慮
さ
れ
る
。

そ
の
限
り
で
は
、
占
有
判
断
の
客
観
化
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
思
の
要
素
は
完
全
に
は
除
去
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
場
合
に
は
、
占
有
関
係
を
否
定
、
終
了
さ
せ
る
意
義
を
持
つ
も
の
と
し
て
厳
格
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
二
号
で

い
え
ば
、
代
理
占
有
者
は
、
代
理
占
有
の
客
観
的
事
実
関
係
の
破
棄
を
公
示
す
る
に
足
る
だ
け
の
積
極
的
意
思
表
示
を
、
本
人
を
相
手

(10) 

に
表
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

(11) 

ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
八
六
八
条
の
間
接
占
有
の
定
義
規
定
に
か
か
わ
る
。
通
説
は
、
直
接
占
有
者
の
代
理
占
有
意
思
を
要
件
の
一
っ

と
考
え
る
が
、
間
接
占
有
の
擬
制
性
を
立
法
者
は
意
識
し
て
い
た
と
す
る
観
点
か
ら
、
成
立
要
件
を
占
有
と
権
利
関
係
の
み
に
限
定
す

(12) 

る
少
数
説
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
法
典
調
査
会
議
事
録
の
原
案
二

0
七
条
（
現
行
法
二

0
四
条
に
対
応
）
で
引
用
さ
れ
る
ド
イ
ツ
民
法

四
間
接
占
有
に
お
け
る
直
接
占
有
者
の
地
位

と
ら
え
、
判
例
の
解
釈
を
正
当
化
す
る
意
図
を
も
つ
提
案
で
あ
る
。

論 説

一
般
の
占
有
取
得
に
つ

（阪大法学） 66 (2-6) 310 〔2016.7〕



動産取引における物権移転と債権関係移転の関係

（〔
第
一
草
案
八
―
―
―
一
条
（
第
一
項
こ
事
実
上
の
支
配
が
占
有
者
の
た
め
に
他
人
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
占
有
は
、
保
持
者
の

死
亡
も
し
く
は
行
為
無
能
力
化
に
よ
り
終
了
し
な
い
。
第
二
項
庫
沐
持
者
が
事
実
上
の
支
配
を
保
持
す
る
限
り
、
保
持
者
の
行
為
に
よ

り
占
有
が
終
了
す
る
の
は
、
保
持
者
が
占
有
者
に
対
し
て
、
事
実
上
の
支
配
を
も
は
や
占
有
者
の
た
め
で
は
な
く
、
自
己
も
し
く
は
第

-
＝
者
の
た
め
に
行
使
す
る
と
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
）
は
、
占
有
意
思
の
客
観
化
の
影
響
で
そ
の
後
の
審
議
過
程
で

は
姿
を
消
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
現
在
の
通
説
は
占
有
意
思
を
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
民
法
で
言
え
ば
、
ニ
ニ
六
八
条
（
「
た
だ
し
、
ニ
ニ
六
六
条
〔
他
人
の
た
め
の
占
有
]
と
二
二
六
七
条
[
他
人
の
た
め
の

占
有
者
の
相
続
人
]
に
挙
げ
ら
れ
た
者
で
も
、
あ
る
い
は
第
三
者
か
ら
生
じ
る
事
由
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
所
有
者
の
権
利
に
対
し
て

申
し
立
て
た
異
議
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
者
の
占
有
の
権
原
が
転
換
し
て
い
る
場
合
に
は
、
時
効
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

]
は
筆
者
の
補
足
）
）
が
か
か
わ
り
、
占
有
意
思
の
変
更
に
よ
る
取
得
時
効
の
可
能
化
を
規
定
す
る
。
動
産
に
関
し
て
は
、
意
思

主
義
（
―
-
四
一
条
）
と
即
時
取
得
（
ニ
ニ
七
六
条
）

(13) 

即
時
取
得
を
肯
定
し
て
い
る
。

の
み
が
機
能
し
、
引
渡
は
対
抗
要
件
で
す
ら
な
い
。
判
例
は
占
有
改
定
に
よ
る

こ
の
よ
う
に
、
占
有
意
思
の
客
観
化
の
方
向
が
基
本
的
に
妥
当
と
さ
れ
る
場
合
で
も
、
占
有
の
主
観
的
要
素
が
完
全
に
は
払
拭
で
き

な
い
の
は
、
占
有
は
通
常
（
静
的
状
況
）
は
客
観
的
関
係
（
債
権
関
係
）

で
判
断
し
う
る
が
、
そ
の
状
況
が
変
化
す
る
段
階
（
動
的
状

況
）
で
は
、
占
有
者
の
挙
動
か
ら
う
か
が
え
る
、
占
有
意
思
と
い
う
主
観
的
要
素
が
判
断
に
加
わ
っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
意
味

(14) 

で
の
占
有
の
現
象
学
が
こ
れ
ら
の
議
論
の
背
後
に
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
例
外
的
に
占
有
意
思
あ
る
い
は
占
有
者
の
言
動
が
占
有
関
係
の
判
断
過
程
に
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
場
面
で
は
、
民
法
二
〇

四
条
一
項
二
号
で
い
う
「
代
理
人
が
・
・
意
思
を
表
示
し
た
こ
と
」
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
判
例
が
、
本
人

(15) 

の
命
令
の
み
で
代
理
人
の
挙
動
を
問
題
と
し
な
い
民
法
一
八
四
条
の
枠
組
を
暗
黙
裏
に
不
十
分
と
し
、
代
理
人
の
挙
動
（
承
認
行
為
）

（阪大法学） 66 (2-7) 311 〔2016.7〕



倫吾" 説

一
九
二
条
と
の
関
係
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
要
件
化
し
た
こ
と
は
妥
当
な
方
向
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、

(16) 

契
約
上
の
地
位
の
移
転
と
の
関
連
で
は
、
ま
さ
に
、
契
約
上
の
地
位
の
移
転
の
要
件
充
足
行
為
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

6

゜

よ
う
な
意
味
に
即
し
て
、
基
本
方
針
等
の
提
案
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

契
約
上
の
地
位
の
移
転
か
ら
見
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

(17) 

基
本
方
針
は
、
【
3
.
1
.
4
.
1
4
】
（
契
約
上
の
地
位
の
移
転
の
意
義
）
に
お
い
て
契
約
上
の
地
位
の
移
転
に
つ
い
て
、
契
約
の
性
質
上
相

契
約
当
事
者
の
一
方
（
以
下
、
譲
渡
人
と
い
う
）
が
第
三
者
（
以
下
、
譲
受
人
と
い
う
）
と
契
約
上
の
地
位
を
譲
渡
す
る
旨
の
合
意
を
し
、
こ
の

合
意
に
対
し
て
契
約
の
相
手
方
が
承
諾
し
た
と
き
は
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
の
契
約
上
の
地
位
を
承
継
す
る
。
た
だ
し
、
契
約
の
性
質
上
、
相
手

方
の
承
諾
を
要
し
な
い
と
き
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
合
意
に
よ
り
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
契
約
上
の
地
位
を
承
継
す
る
。

但
書
に
あ
た
る
場
合
の
例
示
と
し
て
動
産
賃
貸
借
を
挙
げ
、
目
的
物
の
譲
渡
と
と
も
に
賃
貸
人
の
地
位
の
譲
渡
が
合
意
さ
れ
る
場
合

(18) 

と
説
明
す
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
基
本
方
針
【
3
.
2
.
4
.
0
6
】
は
、
不
動
産
賃
貸
借
に
お
け
る
目
的
物
所
有
権
の
移
転
に
よ
る

地
位
の
承
継
の
規
定
の
末
尾
（
⑥
）
に
お
い
て
、
「
賃
貸
借
の
目
的
物
の
所
有
権
が
移
転
さ
れ
た
と
き
に
、
賃
貸
人
の
地
位
を
引
き
継

ぐ
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
場
合
に
は
、
以
上
の
規
定
を
準
用
す
る
」
と
い
う
規
定
を
置
き
、
こ
の
規
定
の
対
象
は
、
動
産
賃
貸
借
の
場
合

(19)

（

20) 

と
不
動
産
賃
貸
借
で
賃
借
人
が
対
抗
要
件
を
具
備
し
て
い
な
い
場
合
と
説
明
し
て
い
た
が
、
法
制
審
議
会
の
審
議
で
は
、
当
初
よ
り
、

手
方
の
承
諾
を
要
し
な
い
場
合
を
但
書
で
規
定
す
る
。

を、

五
契
約
上
の
地
位
の
移
転
か
ら
の
接
近

（阪大法学） 66 (2-8) 312 
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合
意
に
よ
る
賃
貸
人
の
地
位
承
継
規
定
は
、
不
動
産
賃
貸
借
に
限
定
し
た
も
の
を
予
定
し
て
い
た
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
基
本

方
針
＞
に
お
い
て
、
寄
託
者
の
地
位
の
譲
渡
と
寄
託
を
基
礎
と
す
る
間
接
占
有
の
移
転
の
問
題
を
扱
う
。

契
約
上
の
地
位
の
移
転
の
要
件
と
し
て
相
手
方
の
承
諾
を
要
求
す
る
枠
組
で
は
、
代
理
占
有
者
の
意
思
変
更
は
、
前
者
の
承
諾
に
含

ま
れ
て
い
る
と
解
せ
よ
う
。
動
産
取
引
の
対
抗
要
件
並
び
に
即
時
取
得
の
場
合
に
も
、
取
引
を
前
提
と
す
る
以
上
、
基
本
的
に
同
様
と

考
え
ら
れ
る
。

野
亭
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
を
参
照
し
て
、
①
特
定
財
の
譲
渡
を
伴
う
類
型
と
②
そ
の
他
の
類
型
を
区
別
し
、
①
で
は
譲
渡
人
と

譲
受
人
の
間
に
お
い
て
特
定
財
に
つ
い
て
の
譲
渡
合
意
が
あ
れ
ば
、
契
約
上
の
地
位
の
譲
渡
が
推
定
さ
れ
、
相
手
方
の
承
諾
も
不
要
と

な
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
当
事
者
の
交
替
は
目
的
物
の
移
転
に
随
伴
し
、
目
的
物
の
帰
属
の
対
抗
要
件
が
重
要
で
あ
り
、
債
権
譲
渡

の
対
抗
要
件
は
不
要
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
に
継
続
的
契
約
の
安
定
性
を
維
持
す
る
機
能
が
あ
る
と
。

(22) 

こ
れ
に
対
し
て
、
丸
山
は
、
む
し
ろ
、
経
済
的
に
利
益
を
失
っ
た
契
約
関
係
か
ら
離
脱
す
る
手
段
と
い
う
観
点
を
強
調
し
、
法
律
や

判
例
が
承
諾
不
要
論
を
展
開
し
た
背
景
に
、
承
諾
拒
絶
が
信
義
則
に
反
す
る
よ
う
な
事
案
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
う
し
て
、
関
係

者
の
態
度
の
不
合
理
性
の
観
点
か
ら
、
原
則
と
特
段
の
事
情
を
整
理
す
べ
き
と
す
る
。

本
稿
で
検
討
し
て
い
る
寄
託
の
場
合
に
は
、
上
記
の
指
摘
が
妥
当
す
る
類
型
も
あ
り
う
る
が
、
最
高
裁
の
事
案
の
よ
う
に
、
在
庫
商

品
な
ど
の
特
定
動
産
が
比
較
的
短
期
に
転
々
譲
渡
さ
れ
る
場
面
で
は
、
継
続
性
の
維
持
な
ど
の
観
点
よ
り
は
、
複
数
取
得
者
出
現
の
可

能
性
を
可
及
的
に
排
除
す
る
観
点
が
前
面
化
し
よ
う
。

(23)

（

24) 

ち
な
み
に
、
池
田
は
、
契
約
上
の
地
位
の
移
転
に
も
そ
れ
独
自
の
対
抗
要
件
が
必
要
と
立
法
提
案
す
る
が
、
基
本
方
針
は
、
契
約
上

の
地
位
の
移
転
自
体
は
意
思
主
義
に
ゆ
だ
ね
る
立
場
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
も
個
別
の
契
約
に
関
し
て
対
抗
要
件
制
度
を
設
け
る
可

能
性
は
否
定
さ
れ
ず
、
そ
の
例
と
し
て
、
前
掲
し
た
寄
託
の
場
合
の
提
案
と
、
不
動
産
賃
貸
借
に
お
け
る
所
有
権
移
転
の
対
抗
要
件
に

（阪大法学） 66 (2-9) 313 〔2016.7〕



倫吾" 説

＊
 

(25) 

よ
る
地
位
の
移
転
の
賃
借
人
に
対
す
る
対
抗
の
提
案
【
3
.
2
.
4
.
0
6
】
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

動
産
の
場
合
に
は
、
不
動
産
譲
渡
の
場
合
に
比
し
、
物
権
変
動
の
対
抗
要
件
と
し
て
の
「
引
渡
し
」
が
不
分
明
で
、
こ
の
点
を
契
約

上
の
地
位
の
移
転
の
要
件
で
制
御
す
べ
き
と
考
え
る
方
向
と
、
物
権
変
動
の
対
抗
要
件
、
即
時
取
得
の
要
件
と
し
て
の
「
引
渡
し
」
の

理
解
を
厳
格
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
御
す
べ
き
と
考
え
る
方
向
が
、
融
合
し
て
い
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

動
産
寄
託
を
、
不
動
産
や
動
産
の
賃
貸
借
と
比
較
す
る
と
、
前
者
で
は
、
寄
託
者
の
交
替
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寄
託
者
の
受
寄
物
に

対
す
る
支
配
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
受
寄
者
の
承
諾
に
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
法
的
に
は
、
契
約
上
の
地
位
移
転
の
要

件
で
あ
り
、
同
時
に
所
有
権
移
転
の
対
抗
要
件
と
し
て
も
機
能
す
る
。
内
容
が
同
じ
な
の
で
、
同
一
の
事
実
が
両
方
の
要
件
を
同
時
に

充
足
す
る
関
係
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
物
権
関
係
の
対
抗
要
件
具
備
と
契
約
上
の
地
位
の
移
転
を
区
別
す
る
意
味
が
な
く
な

さ
ら
に
は
、
転
々
譲
渡
さ
れ
る
特
定
動
産
に
関
す
る
実
務
意
識
と
物
権
債
権
二
分
思
考
の
乖
離
と
い
う
問
題
視
角
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
即6

 
学法大阪

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
動
産
賃
貸
借
の
場
合
に
は
、
賃
貸
人
の
側
は
所
有
権
に
含
ま
れ
る
賃
料
収
取
権
限
の
処
分
に
す
ぎ
ず
、

賃
借
人
の
側
も
従
前
の
権
利
義
務
関
係
が
承
継
さ
れ
る
限
り
、
利
害
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
、
目
的
物
の
処
分

当
事
者
間
で
の
、
物
権
移
転
対
抗
要
件
も
し
く
は
譲
渡
合
意
で
十
分
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
動
産
賃
貸
借
は
、
賃
借
人
の
代
理
占
有

意
思
の
変
更
を
重
視
し
て
、
動
産
寄
託
と
同
様
に
賃
借
人
の
承
諾
要
件
を
必
要
と
解
す
る
か
、
処
分
当
事
者
の
便
宜
を
重
視
し
て
、
目

的
物
処
分
の
当
事
者
間
で
の
譲
渡
合
意
で
十
分
と
す
る
か
が
分
か
れ
う
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
基
本
方
針
は
契
約
上
の
地
位
の
移

(26) 

転
に
関
し
て
は
後
者
の
立
場
を
採
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

本
稿
は
、
基
盤
研
究
団
「
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
方
法
に
よ
る
即
時
取
得
の
成
否
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（
課
題
番
号
2
6
3
8
0
1
1
4
)

に
も

と
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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)

平
田
健
治
・
阪
大
法
学
六
五
巻
二
号
（
二

0
一
五
年
）
三
六
七
頁
以
下
。

(
2
)

民
集
三
六
巻
八
号
一
五
二
七
頁
。

(
3
)

前
掲
・
阪
大
法
学
六
五
巻
二
号
三
八
七
頁
以
下
。

(
4
)

法
制
審
議
会
（
債
権
法
）
部
会
資
料
一
七
ー
ニ
、
九
七
頁
以
下
。

(
5
)

民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
＞
各
種
の
契
約
②
」
(
―

1
0
1
0
年
）
―

1
0
三
頁
以
下
。

(
6
)

我
妻
栄
『
物
権
法
（
民
法
講
義
II)
」
（
一
九
三
二
年
）
九
八
頁
。

(
7
)

舟
橋
・
徳
本
編
『
新
版
注
釈
民
法
⑥
物
権

m」
（
補
訂
版
）
（
二

0
0
九
年
）
七
七
二
頁
涵
徳
本
]
に
お
け
る
文
献
引
用
を
参
照
。

(
8
)

前
掲
・
阪
大
法
学
六
五
巻
二
号
三
七
四
頁
以
下
。

(
9
)

前
掲
・
阪
大
法
学
六
五
巻
二
号
三
七
九
頁
以
下
。

(10)

川
島
・
川
井
編
『
新
版
注
釈
民
法
①
物
権
②
」
(
―

1
0
0
七
年
）
―
-
五
頁
、
二
八
七
頁
[
稲
本
]
。

(
1
1
)
M
目
c
h
e
n
e
r
K
o
m
m
e
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t
a
r
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u
m
 B
G
B
 6. 
A
u
f
l
a
g
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8
6
8
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o
o
s
t
)
 R
d
n
.
1
7
.
 

(12) 
B
o
m
e
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,
 G., 
B
e
s
i
t
z
m
i
t
t
l
u
n
g
s
w
i
l
l
e
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n
d
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i
t
t
e
l
b
a
r
e
r
 B
e
s
i
t
z
 ̀

 
2009. 

(13) 
C
o
m
.
 11 m
a
i
 1993, Bull. 
civ. 
IV, n
。
184;
M
a
r
i
e
-
L
a
u
r
e
 M
A
T
H
I
E
U
,
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r
o
i
t
 civil L
e
s
 biens, 3
'
e
d
i
t
i
o
n
 (2013), p.338. 

(14) 
L
a
w
 a
n
d
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of P
O
S
S
E
S
S
I
O
N
,
 e
d
i
t
e
d
 b
y
 Y.-C. C
H
A
N
G
,
 2
0
1
5
 ̀

 
p
.
1
1
3
 (Chang). ~
 は
、
こ
の
よ
ヽ
つ
な
観
i占
窯
か
ら
、
静
的

状
況
と
動
的
状
況
の
ル
ー
ル
を
一
括
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
大
陸
法
の
占
有
概
念
の
肥
大
化
を
批
判
し
、
現
実
的
支
配
と
い
う
基
礎
単
位
を
占
有

と
し
、
例
外
的
な
場
合
に
適
宜
こ
の
概
念
を
拡
張
す
る
手
法
を
解
決
と
し
て
提
案
す
る
。

(15)

立
法
過
程
で
の
問
題
は
、
既
に
前
掲
・
阪
大
法
学
六
五
巻
二
号
三
七

0
頁
以
下
で
指
摘
し
た
。

(16)

川
島
・
川
井
編
『
新
版
注
釈
民
法
①
物
権
②
」
（
二

0
0
七
年
）
四
―
-
頁
[
稲
本
]
は
‘
代
理
占
有
関
係
の
中
心
的
要
素
を
間
接
占
有
者
の

2

事
実
上
の
返
還
請
求
権
に
見
い
だ
す
場
合
に
は
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
は
、
こ
の
返
還
請
求
権
の
契
約
に
よ
る
譲
渡
と
し
て
観
念
構
成
さ
れ
る
、
沿学

と
指
摘
す
る
。

大

(17)

民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
皿
契
約
お
よ
び
債
権
一
般
②
」
（
二

0
0
九
年
）
三
三
0
頁
以
下
。
法

(18)

前

掲

・

基

本

方

針

皿

三

三

一

頁

。

阪

(19)

基
本
方
針

w二
六
一
頁
。
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倫吾" 説

(20) 

(21) 

(22) 

(23) 

(24) 

(25) 

(26) 

「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」
第
45
の
3
の
③
、
固
(
-
三
六
頁
）
。

野
澤
正
充
『
契
約
譲
渡
の
研
究
」
（
二

0
0
二
年
）
三
五
八
頁
以
下
。

中
田
・
窪
田
編
『
民
法
判
例
百
選
且
債
権
[
第
7
版
ご
（
二

O
二
丑
ヰ
）
七

O
頁
以
下
[
丸
山
絵
美
子
F

池
田
真
朗
「
契
約
当
事
者
論
」
（
『
債
権
法
改
正
の
課
題
と
方
向
」
別
冊
N
B
L
no.51 
(
一
九
九
八
年
）
所
収
）

前
掲
・
基
本
方
針
皿
三
三
五
頁
以
下
。

前
掲
・
基
本
方
針
皿
三
三
八
頁
以
下
。

注

(19)
参
照
。

二
ハ
ニ
頁
以
下
。
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